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塚元和弘・教授 評価実施員 薬学教育評価機構

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

塚元和弘・教授 科学研究費委員会専門委員 日本学術振興会

平山達朗・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「尿中蛋白
質断片の網羅的解析による日和見感染症の新
規診断法の開発」

平山達朗・准教授 公益財団法人MSD生命科学財団 代表
研究助成2023-感染症領域-「Candida aurisの
薬剤耐性機序の解明とその克服」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

平山達朗・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「マウスモデル
を用いたカンジダ属の薬剤耐性機序の解明」

平山達朗・准教授 第20回学術奨励賞 日本化学療法学会

マウスモデルを用いたキャン
ディン系抗真菌薬曝露によっ
て生じるCandida aurisの薬剤
耐性化の検討

平山達朗・准教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担
新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開
発推進研究事業「糸状菌真菌症に対する疫学
調査及び革新的診断法と治療法の研究開発」

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等
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